
　

小
林
市
職
員
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、

そ
の
他
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に

よ
る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
試
験
区
分
（
採
用
予
定
人
員
）

　

試
験
は
次
の
試
験
区
分
ご
と
に

行
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
希
望
す

る
職
種
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
み
受

験
で
き
ま
す
。
な
お
、
申
込
締
切

後
は
、
試
験
区
分
の
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
事
務
職
Ａ
【
若
干
名
】

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
11

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

▼
事
務
職
Ｂ
【
若
干
名
】

　

平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
第
１
次
試
験
は
、
平
成
11
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
大

卒
程
度
、
平
成
11
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
は
高
卒
程
度
で

実
施
し
ま
す
。

▼
土
木
技
師
【
２
名
程
度
】

　

平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、

土
木
に
関
す
る
専
門
課
程
を
卒
業

（
修
了
）
し
た
人
、
ま
た
は
令
和

２
年
度
に
お
い
て
卒
業
（
修
了
）

見
込
み
の
人

※
第
１
次
試
験
は
、
事
務
職
Ａ
・

Ｂ
に
準
じ
て
実
施
し
ま
す
。

（
社
会
人
経
験
者
）

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
人

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人

②
土
木
施
工
管
理
技
士
１
級
、
測

　

量
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
持

　

っ
て
い
る
人
、
ま
た
は
令
和
２

　

年
度
に
お
い
て
資
格
取
得
見
込

　

み
の
人

③
土
木
に
関
す
る
専
門
職
と
し
て

　

民
間
企
業
な
ど
で
職
務
経
験
年

　

数
が
３
年
以
上
あ
る
人

※
職
務
経
験
年
数
の
基
準
日
は
令

和
２
年
３
月
31
日
で
す
。

※
職
務
経
験
年
数
に
は
、
土
木
に

関
す
る
専
門
職
と
し
て
民
間
企
業

な
ど
の
職
員
と
し
て
週
30
時
間
以

上
の
勤
務
を
１
年
以
上
継
続
し
て

就
業
し
て
い
た
期
間
が
該
当

※
職
務
経
験
が
複
数
あ
る
場
合
は

通
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

同
一
期
間
内
に
複
数
の
職
務
に
従

事
し
た
場
合
は
、
い
ず
れ
か
一
方

の
み
の
職
歴
に
限
り
ま
す
。

※
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
と
し
て
の
職
務
経
験
は
該
当

し
ま
せ
ん
。
育
児
休
業
、
休
職
な

ど
で
休
ん
で
い
た
期
間
は
含
み
ま

せ
ん
。

※
第
１
次
試
験
は
、
社
会
人
基
礎

試
験
（
職
務
遂
行
に
必
要
な
基
礎

知
識
・
能
力
試
験
）
を
実
施
し
ま

す
。

※
最
終
合
格
発
表
後
、
職
務
経
験

確
認
の
た
め
、
職
歴
証
明
書
な
ど

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

確
認
で
き
な
い
場
合
は
採
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

▼
保
健
師
【
１
名
程
度
】

　

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
国
家
試
験
に
合
格

し
、
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
、
ま

た
は
令
和
２
年
度
の
試
験
に
お
い

て
免
許
取
得
見
込
み
の
人

※
第
１
次
試
験
は
、
大
卒
程
度
で

実
施
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

７
月
20
日
（
月
曜
）

　

～
８
月
11
日
（
火
曜
）

▼
受
付
時
間

　

祝
日
を
除
く
月
曜
～
金
曜
の
８

時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
、
８
月
11
日
（
火

曜
）
ま
で
の
消
印
有
効

◆
試
験
日
程

▼
第
１
次
試
験

　

９
月
20
日
（
日
曜
）

▼
試
験
会
場　

中
央
公
民
館

▼
試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
・
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
交
付
場
所

　

総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。直
接
、

ま
た
は
郵
送
で
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
郵
送
に
て
請
求
す
る
場
合

　

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
２
号
）

を
必
ず
同
封
し
、
往
信
用
封
筒
の

表
に
「
採
用
試
験
受
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
の
う
え
、
郵
送
く

だ
さ
い
。

◆
受
験
申
込
手
続

　

総
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
次

の
書
類
を
直
接
、
も
し
く
は
郵
送

で
提
出
く
だ
さ
い
。

①
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書

②
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
自
筆
）

③
最
終
学
校
の
卒
業
（
見
込
み
を

　

含
む
。）
証
明
書
、
ま
た
は
卒

　

業
証
書
の
写
し

④
写
真
（
受
験
申
込
み
３
か
月
以

　

内
に
撮
影
し
た
無
帽
上
半
身
正

　

面
向
き
縦
６
㌢
×
横
４
・
５
㌢

　

の
も
の
を
申
込
書
に
貼
付
）

⑤
免
許
証
、
資
格
証
の
写
し
（
資

　

格
取
得
見
込
み
の
人
は
、
受
験

　

申
込
書
裏
面
の
「
説
明
」
欄
に

　

そ
の
旨
を
記
載　

※
①
～
⑤
に
不
備
が
あ
る
場
合
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▼
郵
送
で
提
出
す
る
場
合

必
ず
「
簡
易
書
留
」
で
郵
送
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
郵
便
局
窓
口
で

交
付
さ
れ
る「
書
留
郵
便
受
領
証
」

は
、
受
験
票
が
届
く
ま
で
保
管
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
総
務
課

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

℡
23
‐
０
４
６
９
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１次
試験

申込
受付 令和２年７月 20日～８月 11日
９月 20日（日曜）

小林市職員採用試験小林市職員採用試験



　

本
市
の
振
興
発
展
お
よ
び
市
民

生
活
の
向
上
な
ど
に
多
年
尽
力
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
々
を

表
彰
し
ま
す
。

◆
部
門

　

①
地
方
自
治

　

②
産
業
経
済

　

③
教
育
・
芸
術
・
体
育
・
文
化

　

④
公
共
福
祉

　

⑤
市
民
生
活

◆
主
な
選
考
基
準

・ 

30
年
以
上
の
功
績
を
有
す
る
人
。

　

た
だ
し
、
特
例
的
な
も
の
は
こ

　

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

刑
罰
を
受
け
た
者
、
重
大
な
交

　

通
事
故
違
反
者
な
ど
は
、
候
補

　

者
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

◆
推
薦
方
法

　

所
定
の
功
績
調
書
・
履
歴
書
を

提
出
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
企
画

政
策
課
、須
木
庁
舎
地
域
振
興
課
、

野
尻
庁
舎
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま

す
。　

◆
提
出
締
切

　

８
月
17
日
（
月
曜
）

◆
表
彰
式
開
催
日

　

11
月
３
日
（
火
曜
）
文
化
の
日

●
申
・
問

・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
３
４
７
０

　
「
川
柳
」
と
「
色
塗
り
」
の
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
応
募

い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
５
部

門
の
賞
を
選
出
す
る
予
定
で
す
。

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

７
月
１
日
（
水
曜
）

　

～
８
月
31
日
（
月
曜
）

◆
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
と
投
函
箱
を
次
の
場

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

・
長
寿
介
護
課

・
小
林
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
百
歳
会
館

◆
対
象

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

◆
内
容

　

川
柳
は
介
護
予
防
な
ど
福
祉
を

テ
ー
マ
に
募
集
を
し
ま
す
。
色
塗

り
は
３
つ
の
課
題
の
中
か
ら
選
ん

で
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
小
林

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
行
す
る

「
い
き
い
き
通
信
」
な
ど
で
紹
介

し
ま
す
。

●
問

・
小
林
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　

℡
23
‐
３
４
６
６

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
44
‐
２
２
７
１

　

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
養
成
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
健
幸

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
役
割
は
、
家
族

や
友
人
な
ど
の
大
切
な
人
へ
正
し

い
健
康
情
報
を
広
め
て
い
た
だ
く

こ
と
で
す
。
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

と
し
て
、
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
に

一
緒
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

◆
講
座
日
時

・
８
月
21
日
（
金
曜
）

　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

・
８
月
22
日
（
土
曜
）

　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
の
講
座
で

す
。
希
望
す
る
回
を
選
択
く
だ
さ

い
。

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
定
員　

各
回
80
人

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
方
法

　

健
康
都
市
推
進
室
（
企
画
政
策

課
内
）
に
受
講
申
込
書
を
提
出
ま

た
は
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◆
申
込
締
切

　

８
月
14
日
（
金
曜
）

●
申
・
問

・
健
康
都
市
推
進
室

　

℡
23
‐
０
４
５
６

　

県
で
は
、
地
域
の
防
災
力
の
向

上
を
目
的
に
、
地
域
で
の
防
災
活

動
の
中
核
と
な
る
人
材
と
し
て
、

防
災
士
養
成
研
修（
基
礎
コ
ー
ス
）

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

８
月
23
日
（
日
曜
）

　

9
時
30
分
～
17
時（
９
時
受
付
）

◆
場
所

　

え
び
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

　

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
、

本
研
修
の
目
的
を
理
解
し
て
い
る

人
。
日
頃
か
ら
防
災
に
関
わ
っ
て

い
る
人
や
、
今
後
地
域
の
防
災
活

動
に
貢
献
す
る
意
志
お
よ
び
意
欲

の
あ
る
人
。

◆
費
用　

受
講
料
無
料

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

防
災
士
資
格
取
得
に
は
、
９
月

～
10
月
に
開
催
の
救
急
救
命
講
習

お
よ
び
、
令
和
３
年
２
月
開
催
の

専
門
コ
ー
ス
（
資
格
取
得
試
験
）

へ
の
参
加
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
士
資
格
取
得
試
験
受

験
料
３
千
円
と
認
証
登
録
料
５
千

円
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
崎
県
防

災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、
ま
た
は

郵
送
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
研
修
全
体
の
詳
細
に
つ
い

て
も
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切

　

８
月
13
日
（
木
曜
）

●
問

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
崎
県
防
災
士

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

℡
０
９
８
５
‐
55
‐
０
４
４
７

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
新
し
い
保

険
証
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。
こ
の
保
険
証
は
８
月
１
日
か

ら
使
用
で
き
、
有
効
期
間
は
１
年

間
で
す
。
な
お
保
険
証
の
色
が
水

色
か
ら
橙(

オ
レ
ン
ジ)

色
に
変

わ
り
ま
す
。
保
険
証
は
台
紙
に
張

り
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
は
が
し

て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
万
が
一
、

７
月
31
日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い

と
き
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
証
は
８

月
１
日
以
降
使
え
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問

・
ほ
け
ん
課　

　

℡
23
‐
０
１
１
６

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は

医
療
機
関
で
療
養
（
入
院
・
外
来
）

を
受
け
る
際
に
減
額
認
定
証
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
部
負
担

金
限
度
額
の
適
用
と
入
院
時
の
食

事
代
な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
減

額
認
定
証
が
必
要
な
人
は
申
請
く

だ
さ
い
。

※
現
在
、
減
額
認
定
証
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
令
和
2
年
度
も
引
き

続
き
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に

は
7
月
中
旬
以
降
に
新
し
い
減
額

認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
申
請

は
不
要
で
す
。
な
お
、
保
険
証
と

は
別
に
郵
送
し
ま
す
。

◆
対
象

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

◆
申
請
期
間

　

随
時
（
申
請
し
た
月
の
初
日
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
）

◆
申
請
場
所

　

ほ
け
ん
課
、
須
木
・
野
尻
庁
舎

住
民
生
活
課

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
必
要
な
人
の
保
険
証

・
朱
肉
を
使
う
印
鑑

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
マ

　

イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

・
手
続
き
に
く
る
人
の
本
人
確
認

　

書
類

※
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
の
付

い
た
も
の
は
１
点
、
保
険
証
な
ど

顔
写
真
が
付
い
て
い
な
い
も
の
は

２
点

◆
そ
の
他

　

減
額
認
定
証
の
適
用
区
分
欄
に

「
区
分
Ⅱ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る

人
で
過
去
12
か
月
の
区
分
Ⅱ
に
該

当
す
る
期
間
の
う
ち
90
日
を
越
え

る
入
院
が
あ
る
人
は
、
再
度
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
食
事
代

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
申
請
に
は
必

要
な
も
の
に
加
え
て
医
療
機
関
が

発
行
し
た
入
院
日
数
が
確
認
で
き

る
書
類
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
ほ
け
ん
課　

　

℡
23
‐
０
１
１
６

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

地
域
の
子
ど
も
や
高
齢
者
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど
、
誰

で
も
気
軽
に
参
加
し
、
交
流
を
深

め
る
場
で
す
。

◆
そ
の
他

　

申
込
み
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
44
‐
２
２
７
１

　

介
護
を
し
て
い
る
人
た
ち
で
悩

み
を
出
し
合
い
、
介
護
に
対
す
る

「
思
い
」
を
共
有
す
る
集
い
を
開

催
し
ま
す
。
介
護
経
験
な
ど
に
つ

い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

こ
か
ら
何
か
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時

　

８
月
８
日
（
土
曜
）

　

13
時
30
分
～
15
時

◆
場
所

　

小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
内
容　

懇
談
・
茶
話
会

◆
参
加
費　

無
料

◆
そ
の
他　

申
込
み
不
要

●
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

２

２０２０年  ７月 15 日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

保
健
・
福
祉

市
民
表
彰
候
補
者
の

推
薦
受
付

3 KOBAYASHI 2020.7.15

２０２０年　７ 月 15 日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

講
座
・
催
し

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

養
成
講
座

後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
（
保
険
証
）
を

送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
の
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
（
減
額

認
定
証
）
の
手
続
き

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

家
族
介
護
者
の
集
い
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

◆オレンジカフェ開催一覧
日　程

８月 12 日（水曜）
８月 19 日（水曜）
８月 26 日（水曜）
８月５日（水曜）
８月 19 日（水曜）
８月 26 日（水曜）
８月 26 日（水曜）

参加費
100 円
100 円
100 円

無料
無料

100 円
無料

場　所
細野小学校
細野団地集会所
慈敬園交流スペース
永田館
永田館
須木総合ふるさとセンター
茶のん場「ふもと」ＮＯＳＡＩ跡

時　間

小林

地区

野尻

須木

各会場とも
10 時～ 11 時 30 分

宮
崎
県
防
災
士

養
成
研
修

【ご注意ください！】新型コロナウイルス感染症の状況によって、　　記載の催しなどが中止・延期の場合があります。詳しくは各問合せ先に確認ください。

募　

集

65
歳
以
上
対
象
と
し
た

「
川
柳
」「
色
塗
り
」
の

コ
ン
テ
ス
ト



　

日
本
遺
族
会
が
実
施
す
る
「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
は
、
先
の
大
戦
で
、
父
な

ど
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
と
し
て
、
亡
き
父
な
ど
の

眠
る
地
に
赴
き
、
慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、
現
地
の
方
と
友
好

親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
募
集
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し

く
は
宮
崎
県
遺
族
連
合
会
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
地
域
・
期
間

▼
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

　

10
月
10
日
～
10
月
16
日

▼
パ
ラ
オ
諸
島

　

10
月
10
日
～
10
月
16
日

▼
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

　

10
月
21
日
～
10
月
28
日

▼
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１
次
）

　

11
月
６
日
～
11
月
13
日

▼
マ
リ
ア
ナ
諸
島

　

11
月
18
日
～
11
月
24
日

▼
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ

　

11
月
27
日
～
12
月
５
日

▼
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　

12
月
15
日
～
12
月
22
日

▼
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

　

12
月
15
日
～
12
月
22
日

▼
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　

令
和
３
年
１
月
15
日
～
１
月
24
日

▼
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

　

令
和
３
年
２
月
１
日
～
２
月
７
日

▼
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　

令
和
３
年
２
月
10
日
～
２
月
17
日

▼
ミ
ャ
ン
マ
ー

　

令
和
３
年
２
月
24
日
～
３
月
４
日

▼
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

　

令
和
３
年
３
月
６
日
～
３
月
14
日

▼
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
２
次
）

　

令
和
３
年
３
月
12
日
～
３
月
19
日

▼
中
国

　

令
和
３
年
３
月
22
日
～
３
月
30
日

◆
対
象　

戦
没
者
の
遺
児

◆
費
用　

10
万
円

◆
注
意
事
項

・
各
実
施
地
域
ご
と
に
定
員
、
申

　

込
締
切
が
あ
り
ま
す
。

・
実
施
時
期
・
日
程
な
ど
は
、
相

　

手
国
の
都
合
や
社
会
情
勢
等
に

　

よ
り
変
更
や
中
止
さ
れ
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

・
費
用
に
は
集
合
場
所
ま
で
の
往

　

復
交
通
費
、
帰
国
時
宿
泊
代
、

　

渡
航
手
続
手
数
料
等
は
含
ま
れ

　

て
お
り
ま
せ
ん
。

・
費
用
は
、
燃
料
費
の
高
騰
、
円

　

安
等
諸
般
の
事
情
に
よ
り
値
上

　

げ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
・
問

・
宮
崎
県
遺
族
連
合
会
事
務
局

　

℡
０
９
８
５
‐
22
‐
２
８
５
８

　
「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」
は
、

児
童
扶
養
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
の
確

認
と
、
11
月
か
ら
の
手
当
の
支
給

額
を
決
定
す
る
為
の
大
切
な
も
の

で
す
。
こ
の
届
出
が
な
い
場
合
、

11
月
以
降
の
手
当
の
支
給
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
、
２
年
間
届
出
を

し
な
い
と
受
給
資
格
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
、必
ず
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
同
時
に
、「
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
受
給
資
格
」
の
更
新
手

続
き
を
行
い
ま
す
。
手
続
き
に
は

時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
公
的
年
金
受
給
や
所
得

制
限
に
よ
り
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
人
も
届
出
が
必
要
で
す
。

※
対
象
者
に
は
別
途
通
知
し
ま

す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
と
し
て
、
３
密
を
避

け
、
待
ち
時
間
等
の
時
間
短
縮
の

た
め
、
事
前
に
書
類
を
記
入
し
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
集
中
受
付
期
間
の
日
時

　

８
月
11
日
（
火
曜
）

　

～
21
日
（
金
曜
）

　

８
時
30
分
～
17
時
00
分

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
。

※
13
日
（
木
曜
）、
20
日
（
木
曜
）

は
子
育
て
支
援
課
の
み
受
付
を
延

長
し
ま
す
。
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
18
時
半
ま
で
に
は
、
窓
口
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
場
所

　

子
育
て
支
援
課
、
須
木
庁
舎
・

野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

◆
必
要
な
も
の

・
現
況
届

・
養
育
費
に
関
す
る
申
立
書

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
証

（
ピ
ン
ク
）

・
ひ
と
り
親
医
療
費
受
給
資
格
者

証
（
黄
色
）
お
よ
び
受
給
者
本
人

の
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

・
そ
の
他
、
対
象
者
ご
と
に
別
途

必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、

個
別
の
通
知
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問

・
子
育
て
支
援
課

　

℡
23
‐
１
２
７
８

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
親

世
帯
な
ど
に
、
臨
時
特
別
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
を
受
け

る
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
対
象
者
は
必
要
書
類
を
揃

え
て
申
請
期
間
内
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
給
付
金
の
申
請
案

内
は
後
日
、
現
況
届
の
案
内
文
書

と
一
緒
に
郵
送
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

〔
基
本
給
付
金
〕

　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養

　

手
当
が
支
給
さ
れ
る
人
（
①
の

　

人
は
給
付
金
の
申
請
は
不
要
）

②
公
的
年
金
（
遺
族
年
金
、
障
害

　

年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、

　

遺
族
補
償
な
ど
）
を
受
給
し
て

　

お
り
、
令
和
２
年
６
月
分
の
児

　

童
扶
養
手
当
が
全
額
支
給
停
止

　

の
人

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

　

す
る
な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養

　

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同

　

じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
人

〔
追
加
給
付
金
〕

　

基
本
給
付
金
対
象
の
①
と
②
に

該
当
す
る
人
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
大

き
く
減
少
し
て
い
る
人

◆
支
給
額

▼
基
本
給
付
金

　

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降

１
人
に
つ
き
３
万
円

▼
追
加
給
付
金

　

１
世
帯
５
万
円

◆
申
請
期
間　

　

８
月
３
日
（
月
曜
）

　

～
９
月
30
日
（
水
曜
）

◆
申
請
書
の
配
布
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
子
育
て
支
援
課

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

※
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
認
定

を
受
け
て
い
な
い
人
も
、
支
給
対

象
者
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
す
る
際
は
、
顔
写
真
付
の

本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
口
座
確

認
で
き
る
も
の
、
印
鑑
を
持
参
く

だ
さ
い
。

●
申
・
問
・
子
育
て
支
援
課

　

℡
23
‐
１
２
７
８

４

２０２０年  ７月 15 日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

５ KOBAYASHI 2020.7.15

２０２０年　７ 月 15 日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
令
和
２
年
度

慰
霊
友
好
親
善
事
業

案　

内

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
へ

臨
時
特
別
給
付
金

児
童
扶
養
手
当
現
況

届
・
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
受
給
資
格
更
新

◆しつけと体罰の関係
　親は子どもを養育し、教育のためのしつけをしま
すが、時には、しつけとして子どもに罰を与えよう
とすることがあるかもしれません。しつけのためだ
と思い、子どもの心身に何らかの苦痛や不快感を意
図的にもたらす行為（罰）は、たとえどんなに軽い
ものであっても体罰に該当し、法律で禁止されます。
　この法律は、親を罰したり、追い込むことを意図
したものではなく、子育てをサポートし体罰によら
ない子育てを社会全体で推進することが目的です。
◆体罰の例
・何回注意しても言うことを聞かないので頬を叩く
・いたずらをしたので何時間も正座をさせる
・宿題をしなかったので、夕ご飯を与えない
　このほか、「お前なんか生まれてこなければよかっ
た」と子どもの存在を否定するようなことを言うの
は、子どもの心を深く傷つける行為です。
◆なぜ体罰をしてはいけないのか
　体罰が子どもの成長・発達に悪影響を与えること
が明らかになっており、体罰が繰り返されると、心

身に様々な悪影響が生じる可能性があります。
　また、大人に対する叩く・暴言などの行為が人権
侵害として許されないのと同様に、子どもも尊厳を
有する人権の主体であり、叩くなどの行為は人権侵
害として許されません。
◆体罰によらない子育てのために
　子育ては大変です。子どもに腹が立ったり、イラ
イラすることは保護者の多くが経験します。子ども
を育てる上では、大変さを保護者だけで抱えるので
はなく、支援を受けることも必要です。
　少しでも困ったことがあれば、子育て支援課や健
康推進課に連絡ください。例えば、市の家庭児童相
談室や、健康推進課が実施している乳幼児健診など
の機会に相談ができます。また、児童相談所虐待対
応ダイヤル「189（いち・はや・く）」や児童相談所
相談専用ダイヤル「0570‐783‐189（なやみ・いち・
はや・く）」も利用できます。
●問＝子育て支援課　　℡ 23‐1278
　　　家庭児童相談室　℡ 23‐4319
　　　健康推進課　　　℡ 23‐0323

　我が国においては、「しつけのために子どもを叩くことはやむを得ない」という意識が根強く存在し、「し
つけ」の名のもとに行われる体罰がエスカレートし、深刻な虐待を引き起こす事例も見受けられます。こう
したことを踏まえ、令和元年６月に成立した児童福祉法等の改正法において、体罰が許されないものである
ことが法定化され、本年４月１日から施行されました。

体罰によらない子育てを広げよう

「ひとり親世帯臨時特別給付金」の

不審な電話や郵便があった場合は、下記まで連絡ください。
　・子 育 て 支 援 課　℡ 23‐1278
　・小 林 警 察 署　℡ 23‐0110
　・警察相談専用電話　＃ 9110

“振り込め詐欺” や “個人情報の搾取”
　　　　　にご注意ください

●厚生労働省

（受付時間　平日９時～ 18 時）

「ひとり親世帯臨時特別給付金」
コールセンター
℡ 0120‐400‐903

市ホームページ
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２０２０年　７ 月 15 日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
　

猫
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。猫
を
飼
う
に
は
、

周
り
に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
さ
な

い
飼
い
主
の
心
く
ば
り
と
、
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
室
内
飼
育
を
す
る

　

環
境
を
整
え
れ
ば
、
猫
は
屋
内

だ
け
で
心
身
と
も
に
健
康
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
室
内
外
の

出
入
り
を
自
由
に
し
て
い
る
と
フ

ン
・
尿
な
ど
の
悪
臭
、
鳴
き
声
、

花
壇
を
荒
ら
す
な
ど
、
近
所
へ
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
ノ
ラ
猫
に
餌
を
与
え
な
い

　

む
や
む
に
ノ
ラ
猫
に
餌
を
与
え

る
と
、
そ
の
場
所
が
繁
殖
の
場
と

な
り
さ
ら
に
猫
が
増
え
ま
す
。
猫

が
増
え
る
と
縄
張
り
争
い
や
交
通

事
故
、
病
気
な
ど
に
か
か
る
リ
ス

ク
も
増
え
、
結
果
的
に
不
幸
な
猫

が
増
え
て
し
ま
う
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
餌
を
あ
げ
な
け
れ
ば
、
猫

は
そ
の
場
所
か
ら
離
れ
ま
す
。
特

に
置
き
餌
は
衛
生
的
に
も
良
く
な

い
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
飼
い
主
に
は
責
任
が
あ
り
ま
す

　

猫
の
殺
傷
は
も
ち
ろ
ん
、
子
猫

を
捨
て
る
行
為
、
必
要
な
食
事
や

餌
を
与
え
な
い
と
い
っ
た
行
為
は

動
物
愛
護
法
第
44
条
に
よ
り
禁
止

さ
れ
、
懲
役
ま
た
は
罰
金
刑
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。
飼
い
主
に
は
大
き

な
責
任
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま

し
ょ
う
。

●
問

・
生
活
環
境
課

　

℡
23
‐
８
１
２
２

・
小
林
保
健
所
（
衛
生
環
境
課
）

　

℡
23
‐
３
１
１
８

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
高
齢
者
の
身
体
機

能
の
低
下
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
市

在
宅
高
齢
者
訪
問
等
調
査
員
が
、

高
齢
者
の
健
康
状
況
な
ど
確
認
の

た
め
に
自
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
身
分
証
を
所
持
し
、

健
康
状
況
に
関
わ
る
こ
と
の
み
を

質
問
し
ま
す
。
経
済
状
態
の
質

問
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

わ
る
よ
う
な
聞
き
取
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
訪
問
調
査
期
間

　

７
月
下
旬
～
令
和
３
年
３
月

◆
対
象
者

　

概
ね
75
歳
以
上
の
在
宅
で
生
活

す
る
高
齢
者
で
市
が
必
要
と
認
め

た
人

※
全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
内
容

　

在
宅
で
の
日
常
生
活
状
況
、
食

事
の
摂
り
方
を
含
む
健
康
状
態
、

社
会
参
加
の
状
況
な
ど
に
関
す
る

聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

健
診
や
介
護
予
防
な
ど
に
係
る
情

報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
問

・
長
寿
介
護
課

　

℡
23
‐
１
１
４
０

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
44
‐
２
２
７
１

　

８
月
６
日
、
８
月
９
日
の
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
お
よ
び
８
月
15

日
の
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈

念
す
る
日
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま

す
。
こ
の
時
間
の
サ
イ
レ
ン
は
、

慰
霊
と
平
和
祈
念
の
た
め
の
吹
鳴

で
、
火
災
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
戦
没
者
の
冥
福
と
世
界

恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る
た

め
、
サ
イ
レ
ン
に
あ
わ
せ
て
１
分

間
の
黙
と
う
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
日
時

・
８
月
６
日
（
木
曜
）

　

８
時
15
分

※
広
島
市
原
爆
投
下
時
刻

・
８
月
９
日
（
日
曜
）

　

11
時
２
分

※
長
崎
市
原
爆
投
下
時
刻

・
８
月
15
日
（
土
曜
）

　

12
時

※
戦
没
者
追
悼
と
平
和
祈
念
の
日

◆
吹
鳴
時
間

　

１
分
間

●
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
国
に
よ
る
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
用
い
た
情
報
伝
達
試
験
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

◆
訓
練
日
時

　

８
月
５
日
（
水
曜
）

　

11
時

◆
内
容
な
ど

　

防
災
行
政
無
線
（
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
・
防
災
ラ
ジ
オ
）
か
ら
「
こ

れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」
と
放
送
し
ま
す
。
災
害
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問

・
危
機
管
理
課

　

℡
23
‐
１
１
７
５

猫
の
飼
育
す
る
と
き
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

令和２年度の「元気なまちづくり支援補助金」に２団体
　市では、まちづくりや市と協働で市民のニーズにあった活動を行う団体や NPO を支援する「元気なま
ちづくり支援補助金」を設けています。今年度は、次の団体の事業が採択されました。

●問＝企画政策課　℡ 23‐0456

No 団　体　名 総事業費 うち補助金

１

　小林ハーモニカクラブのかいどう 460,000 196,000

事業概要
　　ハーモニカで元気を！をモットーに、ハーモニカを通じて自らの生きがいや健康増進につなげ、
　施設慰問などに参加し入所者などに元気を届けることでまちづくりに貢献する。子育て支援、自殺
　防止対策、公民館活動分野などとも協働した活動も展開する。

２

　いもにーらんど 489,263 300,000

事業概要 　　芋煮会というイベントを通じて、地域の食材を生かした地産地消の推進、市内外の人々の交流の
　促進、食育を含めた心の栄養としてのイベントの開催などにより、地域の活性化を図る。

◆元気なまちづくり支援補助金（成長期はぐくみ支援の部） （単位：円）

高
齢
者
の
健
康
状
況
を

確
認
す
る
た
め
調
査
員

が
訪
問
し
ま
す

防
災
行
政
無
線

慰
霊
・
平
和
記
念
の

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

防
災
行
政
無
線

地
震
な
ど
の
発
生
に

備
え
た
伝
達
訓
練

その請求は架空請求かも！
身に覚えのない請求や裁判所の通知で
おかしいな？と思ったらまず相談

または西諸地域相談窓口　℡ 23‐1179

消費者
ホットライン１８８☎

夏のイベント
中止について

　毎年８月に開催される、次の
イベントは、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため中止し
ます。

◆小林市すき
　　納涼花火大会
●問＝須木庁舎地域振興課
　℡ 48‐3130

◆のじり湖まつり
●問＝野尻庁舎地域振興課
　℡ 44‐1100

◆こばやし
　　名水夏まつり
●問＝まつり小林実行委員会
　℡ 24‐1920
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＜新型コロナウイルス感染症関連＞

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の減免要件 次の①または②に該当する人

①主たる生計維持者（世帯主）が、感染症により死亡または重篤になった世帯の方
②感染症の影響で主たる生計維持者（世帯主）の収入の減少が見込まれ、次の３項目すべてを満た
す世帯の方
　・世帯主の今年の事業収入等（事業収入、不動産収入、山林収入、給与収入）のうち、いずれかの収入額が
　　 前年比で 30 ㌫以上減少する見込みであること
　・世帯主の前年所得が 1,000 万円以内であること
　・減収が見込まれる世帯主の事業収入等の所得以外の前年所得合計額が 400 万円以内であること

介護保険料の減免要件 次の①または②に該当する人

①主たる生計維持者が、感染症により死亡または重篤になった世帯の方
②感染症の影響で主たる生計維持者の収入の減少が見込まれ、次の２項目すべてを満たす世帯の方
　・主たる生計維持者の今年の事業収入等（事業収入、不動産収入、山林収入、給与収入）うち、いずれかの
　　収入額が前年比で 30 ㌫以上減少する見込みであること
　・減収が見込まれる主たる生計維持者の事業収入等の所得以外の前年所得合計額が 400 万円以内であること

減免対象期間と減免割合

納期限が令和２年２月１日～令和３年３月 31 日に設定されている保険税（料）のうち、要件や前
年所得に応じた、一部または全部を免除

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
介護保険料が減免になります
新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少した方などの保険税（料）が減免になる場合があります

申請方法

◆申請方法
　該当者は申請書を窓口または郵送で提出ください。申請書は ほけん課、長寿介護課、各庁舎住
民生活課で配布、または市ホームページからダウンロードできます。
※感染症拡大防止のため、電話でも郵送対応します。

該当すると思われる方、内容がわからない方はご連絡ください

問い合わせ・申請書提出先

●国民健康保険・後期高齢者医療保険は
　ほけん課　℡ 23‐0116

●介護保険は
　長寿介護課　℡ 23‐1140


